
 

第５０回 入学式 式辞 

 

一雨ごとに暖かさが増し、木々の緑に春の息吹を感じる今日の良き日、大阪府立貝塚南高等学校 第五十回入

学式を挙行いたしましたところ、ご来賓の皆様方、保護者の皆様方におかれましては、ご多用の所、多数ご臨席

賜り誠にありがとうございます。高いところからではございますが、学校を代表いたしまして厚くお礼申し上げ

ます。ありがとうございます。（礼）ただ今入学を許可いたしました（240 名）の新入生のみなさん、保護者のみ

なさまはじめ関係者のみなさま、ご入学おめでとうございます。豊かな才能と未来への可能性を秘めた活力溢れ

る新入生を迎えることができました。新しい出会いは人生の喜びであり、私共教職員に課せられた使命や責任を

深く感じ、身の引き締まる瞬間でもあります。新入生の皆さんの可能性を最大限に引き出し、生涯通して「明る

く・たくましく・心爽やかに」グローバルな社会を力強く生き抜けるよう全力でサポートしてまいります。どう

か本校の教育活動にご理解・ご協力賜りますようお願い申し上げます。 

さて、新入生のみなさん世界中の人々が感染症のパンでミックから抜け出しつつある希望の年の幕開けです。

また、本年度、本校は創立 50 周年を迎えます。1974 年 4月に地域の温かいご支援と期待を担い、大阪府立第８

４番目の高等学校として誕生しました。これから先、大きな節目の入学生として記憶されることと思います。さ

て、みなさんは義務教育の過程を終了し、今日からは高校生として新しい生活に入ります。夢や希望に胸膨らま

せながらも不安も感じていることでしょう。これまで、受験対策は言うまでもなく感染症による様々な制約など

により我慢を強いられ、ストレス感もあるのではないでしょうか? 新たな出会いに戸惑いもあるでしょう、しば

らくの間おちつかない日々が続くと思いますが、心を開いて周囲に何でも尋ね、ゆったりと高校生活に馴染んで

いただきたいと思います。また、今日のこの日を迎えられたのは、みなさんを愛しみ育ててこられたご家族をは

じめ、小・中学校の先生方やみなさんに関わりのある多くの方がたの愛情と力添えのおかげです。本日は人生の

大きな節目です。これまでみなさんを支えていただいた方がたに感謝の気持ちを伝えて下さい。それでは、高校

生活をスタートさせるみなさんに心構えとして３点お話ししたいと思います。まず、【思考は現実化する】です。

「何かになりたい、何かをしたいという燃え上がる願望がすべての出発点となる。無関心、怠惰、あるいは願望

が欠如するところには決してビジョンは生まれない」これは、ナポレオン・ヒルによって書かれた自己啓発書「思

考は現実化する」の一節です。私も同感です。高校ではこういうことをやりたい。この進路を考えている。など

個々の願望を大切にして下さい。その願望を忘れない限り、おのずと取り組むべき課題やチャレンジする目標が

見えてきます。その課題や目標にあきらめず努力を積み重ねた者が夢や希望を叶えます。【思考は現実化する】

記憶に留めて下さい。次は【思いやり】についてです。これは世界中の人々にも発信したいメッセージです。思

いやりは集団生活や人との関わりから育まれるものです。自分と異なった考え方や生活習慣の違いがあるのは当

然です。互いにリスペクトしなければ豊かな社会は望めません。共に生きるために、困った時は遠慮なく近くに

いる人に「手伝って下さい」とお願いしましょう。助けが必要な人を見つけたらそばにかけより「お手伝いしま

しょうか」と声をかけて下さい。そうして、人と人との豊かで細やかな関係性を築き思いやりの信条を育んで下

さい。３点目は【学ぶこと】についてです。自己実現に向けては、（知識・技能）（思考力・表現力・判断力）（学

びに向かう力・人間性等）を踏まえた幅の広い多面的、総合的な学びが必要となります。特に、受け身ではなく

探究していく学習に期待します。深く思考し疑問を持つことが新たな発見に繋がり、この能動的な学問に対する

好奇心こそが人生を楽しくすばらしいものにしてくれるはずです。本校での学びにて生きる力を身に付け、未来

の創り手となることを期待します。 

 保護者のみなさまにもお願いがございます。科学技術やグローバリゼーションの急速な進展、国際秩序の蹂躙、

感染症のパンデミックといった未曽有の厄災など、様々な変化や制約の中お子様を励まし、慈しみ育んでこられ

ました。愛を込められた時間は無駄ではなく、お子様は立派に成長されました。みんな世界一です。この大切な

お子様を本日よりお預かりいたします。教職員一同 アクション・シンキング・チームワークを合致させすべて

の子供たちの可能性を最大限に引き出します。どうか本校の指導方針に関しましてご理解とご協力いただきます

ようお願い申し上げます。また、特に高校生というのは「疾風怒濤の時代」とも呼ばれ内面で深く考え、激しく



思い悩む年齢でもあります。お子様の自立のため、これまでより距離を置いていただきつつ、日々、コミュニケ

ーションを確実にとっていただき、世界一大切なお子様に関して理解を深めていただきますよう重ねてお願い申

し上げます。 

結びにあたり、今日から始まります新入生の皆さんの高校生活が、生涯を通じて交わりを深められる、最良の

友・最良の教師との出会いがあることなど、豊かで実り多いものであることを念じ式辞といたします。 

令和 5年 4月 7日 

大阪府立貝塚南高等学校長  

藤 田 繁 也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


